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ホンビノスガイ Mercenaria mercenaria 

総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種） 

定着段階 定着初期／限定分布 選定理由 Ⅳ 

法規制状況 なし 対策優先度の要件  

基本情報 

名称 別名：ホンビノス 

英名：American hard clam, 
       northern quahog 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

©JWRC  

分類 

 

二枚貝綱 

 マルスダレガイ目 

マルスダレガイ科 

Mercenaria 属 

 

原産地 北アメリカ東部。セントローレンス湾から大西洋西岸に沿ってフロリダ半島を経由

し、テキサス州沿岸まで（大谷,2004）。 

移入分布 北アメリカ太平洋側のカリフォルニア州アラミトス湾、フンボルト湾、ワシントン州

ピュージェットサウンドでも発見されている。アメリカ以外では、イギリス、フラン

ス、オランダ、日本への移入が知られている（大谷,2004）。 

日本での分

布 

東京湾。1998 年に千葉市美浜区の人工海浜で確認されたのが最初である。その後、

東京湾の各地で見つかり、東京湾岸の河口干潟や人工海浜に定着している（西,2005；

樋渡・木幡,2005；西村,2006,2014）。  

形態的特徴 殻長 12cm。殻色は白色～茶褐色～灰色。殻の内面は白色で、後端付近が紫色である

ことが多い。殻は厚く膨らみ、殻表面には同心円状の成長脈が明瞭。殻内面の縁に

は細かい刻みがある。東北地方以北に分布する在来種ビノスガイ M.stimpsoni は、

殻の膨らみがやや弱い（自然環境研究センター（編著）,2008）。 

生態的特徴 ＜生息環境＞ 

・内湾や河口の潮間帯から水深 15m ほどの砂泥底に生息し、アサリよりも貧酸素や低

塩分などの環境変動に強い耐性をもつ（樋渡・木幡,2005；西ほか,2008；西村，2014）。 

＜繁殖＞ 

・春から秋にかけて水中に抱卵放精し、浮遊幼生は 8～15 日で着底して稚貝となる。

東京湾奥での推定産卵期は春と秋の 2回（西村,2014）。南方では最短 1年で成熟す

るが、ふつうは 2年で殻長 3.2～3.8cm に達し、成熟する。寿命は 30 年ともいわれ

る（自然環境研究センター（編著）,2008）。 

＜食性＞ 

・懸濁物をろ過摂食する（樋渡・木幡,2005）。 

その他 日本への本種の導入経路については、食用として輸入されていたものが遺棄されて繁

殖した可能性や、バラスト水あるいは船舶のシーチェスト*を介して導入された可能

性が指摘されているが、現時点では明らかとなっていない（大谷,2004）。 
* シーチェストとは水線下の船体外板に設けられた凹みで、この奥に取水口の開口部が取り付けられ、機

関の冷却水やバラスト水などを取り込んでいる。 

侵略性に関する情報 

・在来二枚貝との生息場所や餌資源をめぐる競争や近縁種との交雑等により、在来二枚貝に悪影響

を及ぼすおそれが指摘されている（樋渡・木幡,2005）。 

・このようなおそれに関する指摘はあるものの、侵略性に係る具体的な事例はなく、生態系への影

響に係る知見の集積が必要。 



2 
 

生態系 ＜競合＞ 

国内 

・河口干潟や人工海浜などで急増しており、在来二枚貝と餌資源や生息場所をめぐ

って競争しているおそれがある（自然環境研究センター（編著）,2008）。 

海外 

・イギリスでは、Mya arenaria(オオノガイ M. a. oonogai の基亜種)の個体群の回

復を妨げている可能性が指摘されている（Eno et al.,1997）。 

＜交雑＞ 

国内 

・日本各地の内湾環境に導入されれば広く定着する可能性がある、東北以北の浅海

域に定着した場合、在来のビノスガイとの交雑が懸念される（樋渡・木幡,2005；

自然環境研究センター（編著）,2008）。 

利用に関する情報 

利用状況 国内 

・1987 年 3 月に食用としてアメリカから韓国経由で輸入され、築地市場に入荷され

た報告がある（西村,2003）。 

・近年、東京湾岸で大量に漁獲されるようになり、主に関東近郊で食用として流通し

ている（自然環境研究センター（編著）,2008）。飲食店で提供されているほか、ス

ーパー、デパート、漁協の通信販売でも取り扱われており、生貝だけでなく酒蒸し

や佃煮などに加工された商品も販売されている（西村,2014;船橋市漁業協同組合ウ

ェブサイトほか）。 

・2013 年 9 月に、千葉県市川市塩浜、船橋市地先で本種が漁業権魚種に加えられた

（千葉県ウェブサイト）。 

海外 

・イギリスでは、ウナギの餌として輸入されたものが導入され、1960 年代以降に急

増し漁獲されるようになった。南岸のサザンプトン付近で漁獲対象種となっている

（Eno et al.,1997）。 

・北アメリカやイギリスでは食材として流通しており、クラムチャウダーなどにして

食される（自然環境研究センター（編著）,2008）。 

留意事項 ・遺棄・放逐は厳に慎むべき。近年、食用での利用も増加しているが、導入は慎むべ

き。 

対策に関する情報 

防除方法 ・現状において防除方法は確立されていない。（なお、上記留意事項を踏まえ、人為

的な分布拡大を防止する必要がある。） 
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